
Board	  Mee)ng,NAOJの対応	

小林秀行（国立天文台）	



SKA	  boardの構成	
•  参加国　オーストラリア、カナダ、中国、ドイツ、

イタリア、オランダ、ニュージランド、南アフリ
カ、スウェーデン、イギリス	  

•  Assocciate	  Memnber　インド	  
•  Board	  member;	  Funding	  agency	  +	  Directors	  

– SKA	  board	  chair	  :	  W,John	  Womersley	  (UK)	  
– Vice-‐chair;	  	  Jonathan	  D.	  King	  (SA),	  Russ	  Taylor	  (CA)	  
– Secretary:	  J.	  Collin	  Greenwood	  (SKA	  office)	  
– Science	  Represena)ve	  Mike	  A.	  GarreRe(Dutch)	  

	  



SKA	  schedule	



SKA	  schedule	  (詳細）	



予算モデル（SKA1,	  400M€）	





Governanceの検討	



LLCモデルが適しているとWGが答申	  
継続議論中	



SKAの検討項目（小林の私見）	

•  パートナー	  
–  日本、アメリカの参加の有無と時期	  

•  予算	  
–  総額の積算精度	  

•  3000㎞に渡るインフラ（電力、サイト建設通信）の経費見込み　（もしかしたら2か
所？）	  

–  予算の分担案	  
–  Open	  Sky	  policyで貫けるのか？	  



今後の天文台としての対応 
(学術会議、マスタープラン2014ヒアリング）	

10	

     ○天文台のこれまでの活動 
1.  電波天文学における重要プロジェクトであり、ALMA以降の次期電波天文学

における国立天文台の重要プロジェクトの１つの候補として、位置づける 
2.   SKA Board Meeting (SKA評議会)に副台長がオブザーバとして出席し、

国立天文台としての立場を伝え、SKAを取り巻く国際状況の把握に努めてきた 
３． SKA担当者を国立天文台に置き、SKAに関わる国内外の 情報収集をする。　　 
　　特にSKA-Japan, 東アジアSKA  consortium と の連携に努めてきた。 
 
　　○今後の対応 
1.  引き続き、SKAの進捗状況の把握に努める (タイムライン、予算等)。 
2.  SKA-Japan, 研究者コミュニティーへの支援 

-  SKAへ参加するために必要な具体的なロードマップの策定の支援 
-  SKAのサイエンスを議論していく場を設ける (研究会の開催援助等)    

3.  天文台内、特に電波天文分野での議論を深める。 
             (ALMA以降の電波天文学の将来計画の検討) 
 
 
 
          
       
                                  

　　　　　　　　　 
         
 
 　　　	





国立天文台の対応	

•  コミュニティの議論	  
– 電波天文に留まらず、宇宙論（物理）のコミュニ

ティでの議論が必要	  

•  システムへの参加	  
– ALMA,TMTなどの大規模な国際プロジェクトを推

進してきた国立天文台の役割は大きい	  
– 超大規模な信号伝送、信号処理技術、それらの

低電力化などで貢献できないか？（私見）	  


